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霧島火山新燃岳 2011年噴火マグマの化学組成
Geochemistry of Shinmoe-dake 2011 eruption magma, Kirishima Volcano
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2011年、霧島火山新燃岳は 1717年の活動以来 294年ぶりにマグマ噴火を開始した。
本研究では 2011年 2月 7日に霧島火山新燃岳から 7 km南南東の地点で 2試料の火山灰を採取し、主成分、微量元素

（主に希土類元素）組成を XRF、LA-ICP-MSで分析した。
1試料は粗粒（φ 0.2-0.8 mm）、もう 1試料は細粒（φ> 0.2 mm）で、両試料の化学組成は極めて類似している。
2試料の主成分化学組成は SiO2 53-56%、FeO 9-10%、MgO 7-8%、Na2O 2.2-2.4%、K2O 0.9-1.4%であった。この主成

分化学組成は、2試料がカルクアルカリ岩質の玄武岩質安山岩であることを示す。
2試料の希土類元素組成を C1コンドライト隕石の値で規格化した希土類元素パターンを図に示した。2試料の希土類

元素パターンはよく似ており、軽希土が重希土よりも高い。このパターンもまた、2試料がカルクアルカリ岩質の玄武岩
質安山岩であることを示す。
発表では、2011年の噴火の時間変化と、1717年に噴火した試料との差について議論する。
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